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第 12 回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 会議録（要旨） 

 
1．概要 

1）開催日時 ： 平成 21 年 3 月 17 日（火） 13:30 ～ 15:00 

2）場  所 ： 北斗市 総合文化センター（かなでーる） 

3）出 席 者 ： 別表 に記載 

4）議  事 ： ■ 各機関からの情報提供 
（1）函館開発建設部：CCTV カメラ及び情報板について 

         渡島・檜山地方防災 WAN の接続について 
         道路緊急ダイヤル、道の相談室について 
         函館開発建設部のダイヤルイン化について 

（2）函館市：津波避難ビルについて 
（3）北斗市：防災ハザードマップについて 
（4）函館海洋気象台：緊急地震速報の利活用について 

■ 議事 

（1）前回協議会の開催報告 
（2）今年度の会議等の開催報告 
（3）検討課題に対するこれまでの作業結果と今後の進め方 

 

2．配布資料 

・ 議事次第 

・ 出席者名簿 

・ 座席表 

・ 資料－1（議事内容に沿って 1 分冊として構成） 

・ （情報提供）CCTV カメラ及び道路情報板について 

・ （情報提供）渡島・檜山地方防災 WAN の推進について 

・ （情報提供）既存の道路ストックの長寿命化に向けた効率的な道路管理の実施について 

・ （情報提供）道路緊急ダイヤル #9910 

・ （情報提供）お知らせ（函館委開発建設部庁舎ダイヤルイン電話番号簿） 

・ （情報提供）津波避難ビルに関する資料 

・ （情報提供）北斗市防災ハザードマップ 

・ （情報提供）「気象庁 機動調査班」の創設について 

・ （参考資料）委員、実務担当代表者一覧 

・ （参考資料）災害時等情報連絡先一覧 

・ （参考資料）防災情報図（会場壁に掲示） 
 
3．各機関からの情報提供 

・ 函館開発建設部、函館市、北斗市、函館海洋気象台より、それぞれ情報提供が行わ

れた。 
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→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 

 
4．議事内容 

4－1．議事 1 前回協議会の開催報告 

・ 事務局より、平成 19年 12月 18日に開催された第 11回協議会の議事内容について、

会議録要旨をもとに説明を行った。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 

 

4－2．議事 2 今年度の会議等の開催報告 

・ 事務局より、第 11 回協議会以降に開催した以下の会議について、それぞれの会議

録要旨をもとに説明を行った。 

・第 1 回 津波防災対策検討 WG（H20.3.7） 

・平成 20 年度 第 1 回 幹事会（H20.11.27） 

・平成 20 年度 第 2 回 幹事会（H21.2.24） 

・平成 20 年度 豪雪時除雪体制 WG（H21.2.17） 
・第 2 回 津波防災対策検討 WG（H21.2.24） 

（会長）豪雪は函館市、津波は北斗市を検討のモデルとしているが、他の市町村への展

開についてはどのように考えているのか。 

（事務局）それぞれの検討の手法がまとまれば他の市町村へ展開したいと考えている。 

（会長）防災に関する内容であるため、検討はできるだけ早急にお願いしたい。 

 

4－3．議事 3 検討課題に対するこれまでの作業結果と今後の進め方 

・ 事務局より、以下の検討課題に対するこれまでの作業結果と今後の進め方について、

説明と提案を行った。 

（検討課題） 

・豪雪時における連携体制の検討 

・津波対応に関する検討 

・道路利用者等への情報提供 

・防災 WAN の整備推進と機能強化 

・災害時等の情報連絡先一覧の作成 

・定期的な防災講演会や講習会の企画、開催 

・協議会ホームページの活用 

・防災情報図の作成 

（会長）「道路利用者へ情報提供」について、現在、道の駅にコカコーラが自動販売機

に電光掲示板を付けている事例があり、民間の協力を得ることも必要である。「防災

WAN」については、自治体は無償で接続できるので積極的に接続をお願いしたい。

「災害時等情報連絡先一覧」には個人情報があるので取り扱いには注意願いたい。
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「協議会ホームページ」については、（データの共有機能を追加するなど）いざとい

う時に役に立つのではないかと考えられるため有効に活用してもらいたい。 

（渡島支庁）北海道開発局において、津波警報発表による通行規制区間を設定している

ところがあれば教えてもらいたい。また、名簿の訂正については 4 月以降の人事異

動による変更は 4 月以降で構わないか。 

（事務局）開発局が管理している国道において、現時点では津波警報発表による通行規

制を事前に設定している区間はない。市町村が作成する津波ハザードマップや危険

区域のなかに国道が含まれることが想定されるため、検討が必要であると考えてい

る。名簿については 4 月の人事異動の分については 4 月以降で構わない。 

（会長）道東では津波警報が発表されたことを自動的に道路情報板に表示する取り組み

を行っているが、通行止めまでは実施していない。津波警報が発表されているなか

を維持業者が危険区域を通って通行止めに向かうことはできない。課題はあるが、

対応は必要であると考えている。 

（渡島支庁）（前任地の）釧路での議論では、一括で通行止めにしたほうがよいのでは

ないかという議論もあった。渡島・檜山管内は津波に対しての意識は釧路に比べる

と（相対的には）低いと感じている。今後、協議会を通じてよりよい検討をしても

らいたい。 

（会長）過去の知見などを踏まえながら、協議会を通じて対応を検討していきたい。 

 

以上 
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第 12 回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 出席者名簿 

備 考

１ 函館開発建設部 次長 和泉 晶裕 会長

2 渡島支庁 地域政策課 主査 大谷 聡

3 檜山支庁 地域政策課 主事 山田 圭佑

4 函館土木現業所 企画調整室 室長 野々村 清隆

管理課 課長 式部 義則

道路建設課 課長 有澤 貴博

事業課 施設保全室長 福田 次男

松前出張所 欠席

八雲出張所 所長 藤原 明

江差出張所 所長 佐藤 正道

今金出張所 主査（管理） 沢口 憲一

5 北海道警察 函館方面本部 交通課 規制統括官 中村 勉

警備課 災害統括官 岡﨑 健一

災害係 齊藤 岳人

6 北海道警察 函館方面 中央警察署 警備課 警備係長 岩山 長男

7 北海道警察 函館方面 西警察署 警備課 警備係長 熊井 敏光

警備係 塚本 昭博

8 北海道警察 函館方面 森警察署 警備課 課長 大形 眞一

9 北海道警察 函館方面 八雲警察署 欠席

10 北海道警察 函館方面 木古内警察署 警備係 警備係長 鹿内 順

11 北海道警察 函館方面 松前警察署 警備係 警備係長 谷口 洋一

12 北海道警察 函館方面 江差警察署 警備係 警備主任 福井 克佳

13 北海道警察 函館方面 せたな警察署 欠席

14 函館市 総務課 参事 武田 忠夫

15 松前町 総務課総務グループ 主任 福井 大介

16 福島町 欠席

17 知内町 総務企画課 課長 大野 樹

18 木古内町 総務課 防災係長 高村 誠

19 北斗市 総務課 主幹 天満 浩之

防災嘱託員 川岸 実

20 七飯町 欠席

21 鹿部町 総務・防災課 課長 長根山 信昭

22 森町 欠席

23 八雲町 欠席

24 長万部町 総務課総務グループ 主任 池田 稔

25 江差町 建設課 主幹 大坂 敏文

26 上ノ国町 総務課総務グループ 主事 谷口 博文

27 厚沢部町 欠席

28 乙部町 欠席

29 奥尻町 欠席

30 今金町 まちづくり推進課 主幹 山田 哲也

31 せたな町 総務課 主事 斉藤 哲章

32 函館市消防本部 警防課 主席 小西 大

33 長万部町消防本部 消防グループ 主査 斉藤 勇治

34 森町消防本部 警防課 消防係長 中村 博公

消防係 木村 拓也

35 八雲町消防本部 消防課 警防第二係 主査 堤口 信

36 南渡島消防事務組合消防本部 消防本部 消防係長 土田 敏之

37 檜山広域行政組合消防本部 消防長 小林 重幸

38 渡島西部広域事務組合消防本部 消防本部 管理係長 祐川 正

39 函館地区バス協会 欠席

40 （社）函館地区トラック協会 専務理事 長井 三朗

41 函館海洋気象台 業務課 業務課長 若木 静夫

地震津波防災官 家常 昌洋

42 北海道旅客鉄道（株） 函館支社 施設グループ グループリーダー 東川 恒也

課員 植木 憲治

43 北海道電力（株） 函館支店 企画総務グループ グループリーダー 稲場 肇

44 （株）ＮＴＴ東日本-北海道 函館支店 欠席

（1） 函館開発建設部 防災対策官 防災対策官 花田 行弘 事務局

防災対策専門官 小松 正則

工務課 課長 佐藤 修也

課長補佐 高山 雅彦

交通対策専門官 今井 正欣

道路防災係 佐藤 優

管理課 課長 渡辺 直吉

課長補佐 佐藤 明人

道路課 課長補佐 増川 直実

函館道路事務所 所長 米田 義弘

維持課長 成田 貢

八雲道路事務所 所長 藤田 洋延

江差道路事務所 所長 花田 雄策

出席者数  33 機関  59 名

機関名 部 署 役 職 氏 名

 

別表 


